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銀は癌細胞を殺す 
院長 水上 治 

 

優秀な薬理学者である昭和大薬学部の佐藤均教授から、銀を使った副作用

のない抗癌剤を研究していると聞いて、まだ1年程度しか経っていないのに、

今回銀イオン水として、その製品が発売されました。「銀イオン水」です。 

銀が癌細胞を殺すと聞いた時すぐ閃いたのは、銀を使った浄水器です。市

販の大半の浄水器は浄水機能のみで、水道水中のトリハロメタンの様な発癌

物質を取り除くのはいいのですが、細菌が繁殖しやすい弱点があります。そ

こで一部のメーカーが浄水器の中に銀イオン発生機を取り付け、銀の殺菌作

用を利用して、水を無菌化していました。私は、銀が細菌を殺すなら、癌細

胞を殺してもおかしくない、と感じたのです。銀はチオ硫酸銀として使われ、

食品添加物として認められているのでもわかるように、人体に無害です。 

抗癌剤の代表的なものとして、白金(プラチナ)を使ったものが有名で、シ

スプラチンとかカルボプラチンなどが知られています。副作用はいろいろあ

りますが、しばしば腎機能障害を起こします。ところが、銀は正常細胞には

まったく安全なのです。銀が癌細胞を殺すメカニズムは、癌細胞の活性酸素

を増大させることにありますので、たいていの抗癌剤や放射線療法と同じで

す。佐藤教授がおっしゃっていたように、害のない夢の抗癌剤の可能性が十

分あります。 

ビタミン C 点滴など従来の当院での癌医療に、銀イオン水を加えます。特

にあらゆる癌療法とバッティングすることもありませんので、ご自分の抗癌

療法を強化したい方は相談ください。 
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エナガ（2022.2.27） S.S 

 
みーこねーちゃんの絵手紙   佐藤美恵さま 

この作品は 2012 年の頃の作品です。 

佐藤様は H７年に脳梗塞で左半身麻痺となり、H24 年よ

り当院にて鍼治療を開始しました。元副院長の加藤医師の       

勧めで始めた絵手紙。もともとは右利きですが、左の麻痺 

  を克服するために、左手で書いています。 

 
惜しむ春    浅野伸一さま 

 

 「冷やしラーメン買ってきたから食べてみなさい。今日は暖かいから冷た

いものが美味しいよ」嫁いだ娘が来て、夕飯を作ってくれた。 

 今日から皐月八十八夜を迎えた。そして俺も 88 歳。語呂合わせが面白い。 

“あれに見えるは茶摘みじゃないか” 

 そして、立春。もう夏なのか。二十四節気の大切な暦日。みどりの日、こ

どもの日、母の日と続く。 

 肺癌を切除後、呼吸が苦しい。運動不足？地域の「ゆずっこ体操」をのぞ

いてみた。「よろしかったらどうぞ」嬉しい言葉をいただく。後席で真似て

みた。できるできる。あゝ生きている事の幸せ。春は捨てがたいが、惜しま

れつつ高い高い青空へと飛んでゆく。 
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世界医療視察 3    院長 水上 治 

ブリストルがん援助センター 
2000 年にケンブリッジ大学での研修に向かう途中、ブリストルという港町にある

「がん援助センター」に寄りました。1983年設立のがんの患者や家族をサポートする

有名施設で、訪問は長年の夢でした。チャールズ皇太子が物心両面でサポートしている

事でも知られています。彼はベジタリアンであり、西洋医学一辺倒が嫌いで、自然療法

を支持していることで知られています。 

ここでは、基本的には、西洋医療に平行して、補完する形で指導しています。単に病

んでいる一つの臓器を治すのでなく、ホリスティックなアプローチを目指しています。

センターのコースは２日間の予備コースと５日間の宿泊コースがあり、ここでスタッフ

と過ごす間、栄養指導、グループ・個人カウンセリング、芸術・音楽セラピー、瞑想、

リラクセーションなどを、家族と共に体験することができます。実際の効果の程は、し

っかりしたデータも取りにくく、判断は難しいと思いますが、それなりにいい効果の出

ている例は多いようです。センターの維持は寄付や患者の料金でなされています。 

栄養専門家によって、癌の栄養学的アプローチが講演されました。ニンジンジュース

や大量の生の野菜、それもなるべく有機野菜などの食事指導を行っています。 

さらに、センター長の医師によって、がんのホリスティック医学の重要性について講

演がありました。西洋医学のがん治療によって、体が持つ鋭敏な治癒力の可能性が妨げ

られてしまいますが、こちらのアプローチの組み合わせが免疫力を賦活させます。精神

神経免疫学のメカニズムについて説明しつつ、免疫がどのように改善できるかを説明し

て下さいました。体験豊富な医師のみができる興味深い講演でした。 

英国のがん患者は、勿論西洋医学の診断治療を受けるのが基本ですが、主治医に希望

すれば、たいていは文句を言われることなくこのがん援助センターに紹介してくれるそ

うです。西洋医学を否定するのでなく、補完する考えだからなのか、患者が希望すれば、

本人の望むようにサポートするのが医師の使命と考えているためなのか、いずれにして

も日本とはかなり違います。今後の私の医療の方向性を示唆する重要な訪問でした。図

は当日もらったパンフレットです。 

翌日バスでケンブリッジに向かいました。 

 



 

 

《院内セミナー》水上医師 
  5/10 （火） 15：00～ 
 6/7 （火） 10：30～ 

 

がん・難病・健康回復の 

最新情報をお話した上で 

皆さんを交えた意見交換を致します 
※6 月以降は 10 時 30 分～になります 

 

 
 

 

 

 
 

引き続き除菌作業を行いながら診療させていただきます 

患者さまにも、マスク着用と手指の消毒のご協力をお願いいたします 

ご不便をおかけいたしますがどうぞよろしくお願いいたします 

 

🌸今月のお花🌸 薔薇・ラナンキュラス・オンシジューム他 
先日、ご近所さんが花束と花瓶を

抱えて私の所へ走ってきました。ご

主人様が退職祝いに花束を頂いたの

で、生けて欲しいと。花瓶にちゃち

ゃっと生けてしまったけれど、後で

思い返すと 40 数年間の感謝の気持

ちがこもったお花、もっとじっくり

生ければよかったと反省。 

今回のお花は、その時にお裾分け

でいただいたお花です。職場の皆様

からの愛がキラキラと輝いていま

す。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

オンシジュームの花言葉 

「可憐」「一緒に踊って」 

         M.I 

 

★「希望を語る」は患者さまの体験談や、また特技を生かしたメッセージ、いま語りたい

事、その他何でも、情報交換の場を提供させていただく冊子です。写真や原稿などござい

ましたら是非、事務所またはスタッフまでお知らせください。お待ちしております。 

曜日 治療時間 電話受付 

月・火・木・金 9：30～16：30 9：15～16：00 

日曜日（月 2 回） 9：00～14：00 8：45～14：00 

※ 定休日：水曜日／土曜日／祝祭日 

※ 日曜日の院長外来を受け付けます 

★ 診療についての重要なお知らせ ★ 

5 月・6 月の日曜開院日： 5/15.29 6/12.26 
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